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「
袋
田
の
滝
」
、
そ
の
昭
和
史
の
一
端
を
探
る
（
続
） 

 
 
 
 
 

―
昭
和
二
十
五
年
、
「
茨
城
百
景
」
県
民
投
票
を
通
し
て
― 

  

本
誌
第
八
九
号
で
は
、
袋
田
の
滝
の
知
名
度
を
高
め
観
光
の
中
心
に
育
て

よ
う
と
の
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
投
票
行
動

を
契
機
に
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
同
様
の
動
き
は
、
第

二
次
大
戦
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
二
十
五
年
に
も
み
ら
れ
た
。
茨
城
県
と
い

は
ら
き
新
聞
社
が
主
催
し
た
「
茨
城
百
景
」
の
選
定
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
二
年
四
月
の
茨
城
県
知
事
選
挙
で
初
の
民
選
知
事
に
な
っ
た

友
末
洋
治
は
、「
平
和
茨
城
建
設
事
業
」
を
軸
に
し
て
県
土
の
復
興
に
専
念
す

る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
立
案
さ
れ
た
の
が
「
茨
城
百
景
」
の
選
定
で
あ
っ

た
。
準
備
会
の
席
上
で
、
友
末
は
そ
の
ね
ら
い
を
述
べ
て
い
る
。「
県
は
観
光

資
源
を
多
く
も
つ
て
い
る
が
こ
れ
を
誇
り
得
る
状
況
に
な
つ
て
い
な
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
、
こ
れ
が
た
め
茨
城
百
景
を
選
定
し
て
宣
伝
施
策
を
充
実
し
県

内
外
に
呼
び
か
け
て
観
光
誘
致
は
も
ち
ろ
ん
郷
土
の
各
種
重
要
物
資
源
等
を

開
発
す
る
意
図
で
あ
る
」
、
と
（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
付
「
い
は
ら
き
」

新
聞
、
以
下
紙
名
は
略
）
。
百
景
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
茨
城
県
観
光
審

議
会
の
審
議
を
経
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、「
県
民
の
下
か
ら
盛
り

上
つ
た
総
意
の
表
現
こ
そ
最
も
正
し
く
、
最
も
明
朗
に
し
て
、
而
か
も
最
も

民
主
的
な
る
唯
一
の
方
法
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
の
考
え
方
か
ら
「
県

民
人
気
投
票
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
十
七
日
付
）
。

投
票
は
、
三
月
十
六
日
か
ら
四
月
十
六
日
ま
で
の
一
か
月
間
で
あ
る
。 

主
催
者
で
も
あ
る
「
い
は
ら
き
」
新
聞
は
、
「
早
く
も
県
下
各
地
の
観
光

地
か
ら
連
日
多
数
の
投
票
が
あ
り
、
係
は
整
理
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
く

に
地
元
市
町
村
を
は
じ
め
観
光
団
体
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
商
工
会
な
ど
団

体
を
動
員
し
て
観
光
地
指
定
を
獲
得
し
よ
う
と
の
熱
意
が
投
票
に
現
わ
れ
、

日
と
と
も
に
白
熱
的
投
票
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
、
と
報
じ
た
（
昭
和
二
十

五
年
三
月
二
十
四
日
付
）
。「
観
光
は
ま
ず
宣
伝 

各
地
の
人
気
投
票
白
熱
化
」（
同

年
三
月
三
十
日
付
）
と
の
見
出
し
が
示
す
よ
う
に
、
県
内
各
地
の
取
り
組
み
は

次
第
に
熱
を
帯
び
、
観
光
地
ご
と
の
票
の
動
静
が
「
観
光
茨
城
百
景
人
気
投

票
成
績
」
と
し
て
連
日
紙
面
を
賑
わ
せ
た
。 

三
一
五
か
所
の
観
光
地
が
競
い
合
っ
た
こ
の
「
投
票
戦
」
の
最
終
結
果
は
、

四
月
十
九
日
付
紙
面
で
発
表
さ
れ
た
。
袋
田
の
滝
は
二
万
一
六
九
八
票
を
得

て
第
一
三
番
目
に
入
り
、
他
に
大
子
地
域
で
は
如
信
上
人
墓
、大
子
の
史
蹟
、

男
体
山
等
が
一
万
票
以
上
の
票
を
集
め
た
。
こ
の
投
票
結
果
と
選
定
専
門
委

員
会
委
員
の
実
地
踏
査
の
結
果
を
併
せ
て
茨
城
百
景
が
選
定
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
五
月
十
日
付
「
茨
城
県
報
」
で
正
式
に
告
示
さ
れ
た
。
大
子
地
域
で
は
、

袋
田
温
泉
と
四
度
の
滝
、
奥
久
慈
渓
谷
、
八
溝
山
、
如
信
上
人
の
墓
、
大
子

の
史
蹟
、
男
体
山
と
湯
沢
温
泉
、
以
上
六
か
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。 

投
票
に
よ
っ
て
茨
城
百
景
を
選
定
す
る
こ
の
催
し
は
、
そ
の
後
の
茨
城
県

及
び
県
内
各
市
町
村
の
観
光
振
興
の
在
り
方
や
内
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
大
子
地
域
の
各
町
村
も
例
外
で
は
な
い
。
と
く
に
袋
田
村
で
は
、
昭
和

二
年
に
日
本
二
十
五
勝
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
観

光
地
と
し
て
の
整
備
に
い
よ
い
よ
拍
車
が
か
か
っ
て
い
く
。
そ
の
取
り
組
み

は
、「
二
十
三
年
〝
袋
田
観
光
協
会
〟
の
発
足
に
よ
り
年
中
行
事
と
し
て
観
光

祭
を
行
い
又
温
泉
ホ
テ
ル
と
協
力
観
光
施
設
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
に
着
々
そ

の
実
績
を
あ
げ
駅
の
改
装
、
ラ
ジ
オ
施
設
、
バ
ス
の
連
絡
、
ホ
テ
ル
周
辺
の

自
然
科
学
園
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
、
観
光
橋
の
新
設
、
滝
登
山
道
計
画
、
観
光

道
路
と
桜
の
植
樹
な
ど
絶
え
ず
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
」（
昭
和
二
十
五
年
七

月
十
五
日
付
）
と
紹
介
さ
れ
た
。
観
光
の
核
と
な
る
袋
田
の
滝
と
温
泉
を
相
互

に
結
び
付
け
な
が
ら
、
新
た
に
関
連
す
る
諸
施
設
の
整
備
に
注
力
し
て
い
る

様
子
が
読
み
取
れ
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
        

（
齋
藤
典
生
） 
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夏

の

日

の

記

憶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
津
康
明 

 
  

  
北
緯
三
十
六
度
四
十
八
分
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
県
の
最
北
に
位
置
す
る
北
茨
城
市
の
郊
外
で
、
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
、
世
の
中
が
い
わ
ゆ
る
岩
戸
景
気
に
沸
く
な
か
、

皇
太
子
の
ご
成
婚
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
自
動
車
が
急
速
に
普
及
し
、
週
間
少

年
漫
画
雑
誌
が
続
々
と
創
刊
さ
れ
た
、に
ぎ
や
か
な
時
代
。
実
家
の
周
辺
は
、

東
に
は
太
平
洋
が
迫
り
、
西
を
向
け
ば
山
々
が
連
な
る
の
ど
か
な
田
園
地
帯

で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
校
歌
の
歌
い
出
し
は
、｢

し
お
風
そ
よ
ぐ
中
郷
の
～｣

で
あ
り
、
中
学
校
の
そ
れ
は｢

阿
武
隈
の
山
並
を
み
て
～｣

で
あ
る
。
幼
少
期

か
ら
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
に
か
け
て
の
故
郷
の
思
い
出
は
数
知
れ
な
い
が
、
特
に

印
象
が
強
い
の
は
、
夏
の
日
の
記
憶
で
あ
る
。
磯
原
海
岸
を
は
じ
め
と
し
た

砂
浜
で
磯
遊
び
に
興
じ
な
が
ら
、
大
北
川
で
は
鮎
を
バ
ケ
ツ
一
杯
に
釣
っ
た
。

山
深
い
花
園
神
社
近
く
の
渓
流
は
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
の
宝
庫
だ
っ
た
。
い

つ
で
も
夏
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
楽

し
い
記
憶
は
、
今
も
鮮
明
で
あ
る
。 

 

北
緯
三
十
六
度
四
十
六
分
。 

大
子
町
の
夏
は
、
今
年
は
殊
更
に
暑
い
。
陽
光
は
容
赦
な
く
降
り
そ
そ
ぎ
、

屋
外
を
歩
け
ば
汗
が
途
切
れ
な
く
流
れ
落
ち
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
、
県
内
の(

時

と
し
て
全
国
の)

最
高
気
温
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
不
思
議
に
も
、
灼
熱

の
空
気
の
な
か
で
思
い
出
す
の
は
、
楽
し
か
っ
た
故
郷
の
夏
で
あ
る
。
清
流

や
名
瀑
や
霊
峰
を
包
む
大
自
然
に
身
を
置
い
て
い
る
と
、
体
内
に
刻
印
さ
れ

た
記
憶
装
置
が
生
き
生
き
と
動
き
出
す
の
を
実
感
す
る
。
清
流
の
女
王
・
鮎

が
踊
る
久
慈
川
の
流
れ
、
岩
に
砕
け
る
波
を
想
起
さ
せ
る
袋
田
の
滝
の
飛
沫
、

彼
方
に
あ
る
未
知
の
地
を
夢
想
し
た
山
々
か
ら
続
く
八
溝
山
地
。
こ
れ
ら
は
、

私
の
な
か
で
新
た
な
故
郷
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

考
え
て
み
る
と
、
北
茨
城
と
大
子
の
両
地
域
に
は
、
幾
つ
か
の
共
通
点
が

あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
岡
倉
天
心
や
野
口
雨
情
と
い
っ
た
文
人
の
香
り
が

残
る
芸
術
の
地
と
、
西
行
や
徳
富
蘇
峰
が
作
品
を
詠
ん
だ
山
紫
水
明
の
地
。

石
炭
産
業
か
ら
の
転
換
を
図
り
な
が
ら
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

地
と
、
地
場
産
業
の
農
林
業
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
展
開
を
図
っ
て
い
る
地
。

隣
接
す
る
他
県
を
含
む
自
治
体
と
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
構
築
し
て

い
る
点
も
、
両
地
域
の
類
似
し
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。 

平
成
三
十
一
年
四
月
。 

間
も
な
く
新
元
号
に
改
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
春
に
、
私
は
約
三
〇
年
勤
務

し
た
職
場
を
定
年
で
終
え
、
現
在
の
職
に
就
い
た
。
ま
だ
何
者
で
も
な
か
っ

た
少
年
時
代
の
夏
か
ら
数
え
る
と
、
か
な
り
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
作
家
・

開
高
健
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
水
が
橋
の
下
を
流
れ
た
、
こ
と

に
な
る
。
進
学
の
た
め
実
家
を
離
れ
て
か
ら
長
い
時
間
を
経
て
、
私
は
故
郷

と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
あ
る
こ
の
町
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

先
に
母
校
の
校
歌
を
紹
介
し
た
が
、
著
名
な
作
曲
家
で
あ
る
古
関
裕
而
が

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
た
袋
田
小
学
校
の
校
歌
の
歌
い
出
し
は
、｢

朝
日
に
映
え

る
久
慈
川
の
～｣

で
あ
る
。
校
内
に
建
つ
歌
碑
に
彫
り
込
ま
れ
た
三
番
の
歌
詞

に
は
、「
月
居
山
の
空
青
く
～
」
と
あ
る
。久
慈
川
の
豊
か
で
清
ら
か
な
水
は
、

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
下
り
、
や
が
て
は
太
平
洋
に
届
く
。
月
居
山
か
ら
東
に
向

い
た
遠
い
先
に
は
、
長
い
水
平
線
が
広
が
る
。
そ
し
て
そ
こ
は
、
私
を
育
ん

で
く
れ
た
豊
穣
な
る
海
で
あ
る
。
私
は
、
身
体
に
染
み
こ
ん
だ
潮
の
香
り
を

想
い
な
が
ら
、
こ
の
豊
か
で
美
し
い
大
子
の
地
で
、
新
た
な
る
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。
こ
の
先
、
ど
ん
な
出
来
事
が
待
っ
て
い
る
か
、
今
の
と
こ
ろ
知
る

よ
し
も
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
思
う
の
は
、
い
ま
自
分
が
置
か
れ
た
場
所
で
、

何
事
に
も
染
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
ピ
ュ
ア
な
精
神
を
再
び
思
い
出
し
な
が
ら
、

前
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
部
屋
の
窓
か
ら
は
、
真
夏
の
象
徴
で
あ
る
入
道
雲

が
、
層
を
な
す
の
が
見
え
る
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
四
季
を
通
じ
た
日
々
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
新
た
な
夏
の

記
憶
を
胸
に
刻
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。 

今
日
も
、
暑
い
一
日
に
な
り
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

（
大
子
町
副
町
長
） 
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教
員
か
け
出
し
の
頃
の
思
い
出
（
下
） 

―
最
初
の
赴
任
地
依
上
中
学
校
で
の
日
々
― 高

根
信
和 

 
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
あ
る
。
別
れ
と
い
え
ば
、
就
職
先
が
決
ま

っ
た
卒
業
生
を
常
陸
大
子
駅
か
ら
歓
送
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。
大
子
町
内
の

各
中
学
校
の
卒
業
生
が
皆
一
斉
に
上
京
す
る
の
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
は
不
明
だ
が
、
父
兄
や
教
職
員
が
駅
前
に
集
合
し
、
大
子
中
学
校
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
に
の
せ
て
送
り
出
す
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
希
望
に
満
ち
た

卒
業
生
や
別
れ
が
辛
い
父
兄
達
を
見
て
い
る
と
、
そ
し
て
発
車
の
ベ
ル
が
鳴

り
列
車
が
動
き
出
す
と
私
自
身
に
も
別
れ
の
辛
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
。 

本
校
で
の
就
職
活
動
は
、
前
年
の
東
京
方
面
へ
の
遠
足
時
に
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
。
当
時
は
、
中
学
校
卒
業
生
が
「
金
の
卵
」
と
称
さ
れ
、
も
て
は

や
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
中
小
企
業
の
社
長
達
は
遠
足
で
の
立
ち
寄
り
先

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
て
、
生
徒
に
会
う
と
父
母
や
兄
弟
姉
妹
へ
の
土
産
物
を

渡
す
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
社
長
の
口
か
ら
働
い
て
い
る
兄
や
姉
の
名
前
が

出
る
と
、
生
徒
た
ち
は
そ
こ
に
就
職
先
を
決
め
て
し
ま
う
の
だ
と
先
輩
教
員

が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。 

春
の
大
子
は
山
菜
の
本
場
で
あ
る
。
あ
る
日
曜
日
に
下
宿
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
る
と
、
三
人
の
女
子
生
徒
が
カ
ゴ
を
背
負
っ
て
や
っ
て
き
た
。
今
か
ら

山
菜
を
採
り
に
行
こ
う
と
言
う
。
南
山
の
山
麓
に
向
か
っ
て
歩
く
。
疲
れ
て

休
ん
で
い
る
と
、
生
徒
は
早
く
も
カ
ゴ
一
杯
採
っ
て
下
り
て
き
た
。
山
菜
は

束
ね
て
売
る
。
と
く
に
ゼ
ン
マ
イ
は
、
ゆ
で
て
乾
燥
さ
せ
る
と
高
値
で
売
れ

る
と
話
し
て
い
た
。
山
の
子
は
働
き
者
で
、
中
学
生
は
も
う
一
人
前
で
あ
る
。 

夏
は
釣
り
の
季
節
。
鮎
の
解
禁
は
七
月
で
、
理
科
の
教
員
に
は
漁
業
組
合

か
ら
鮎
釣
り
の
鑑
札
が
与
え
ら
れ
た
が
、
素
人
な
の
で
一
度
も
利
用
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
久
慈
川
の
支
流
押
川
で
は
、
雑
魚
が
た
く
さ
ん
獲
れ
た
。

生
徒
達
に
釣
り
針
を
頼
ま
れ
て
大
子
の
町
中
へ
買
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

殿
様
気
分
で
川
虫
を
生
徒
に
付
け
て
も
ら
い
、
木
橋
の
上
か
ら
釣
り
針
を
た

ら
す
と
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
。
川
魚
は
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
な
っ
た
。 

秋
は
収
穫
の
季
節
。
美
術
の
教
科
も
担
当
し
て
い
た
の
で
、
バ
ケ
ツ
に
水

を
入
れ
さ
せ
て
毎
週
女
倉
山
に
写
生
に
出
掛
け
た
。
生
徒
達
は
写
生
は
二
の

次
で
、
き
の
こ
採
り
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
、
ホ
ウ
キ
タ

ケ
、
チ
チ
タ
ケ
等
々
、
種
類
も
量
も
豊
富
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
後
か
ら
採
り

に
来
た
人
の
た
め
に
き
の
こ
を
残
し
て
お
く
と
い
う
〝
山
の
仁
義
〟
は
忘
れ

な
か
っ
た
。
土
曜
日
に
は
常
陸
太
田
市
へ
帰
省
す
る
こ
と
を
生
徒
達
は
知
っ

て
い
た
の
で
、
お
土
産
代
わ
り
に
い
つ
も
き
の
こ
を
届
け
て
く
れ
た
。 

大
子
の
冬
は
厳
し
い
。
陽
が
落
ち
る
と
さ
ら
に
冷
え
込
ん
だ
。
あ
る
日
、

グ
ラ
ン
ド
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
て
い
る
と
霜
柱
が
立
つ
の
を

実
際
に
見
届
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
宿
に
帰
ら
ず
、
職
員
室
の
石

炭
ス
ト
ー
ブ
を
が
ん
が
ん
燃
や
し
て
校
長
室
で
高
梨
、
徳
蔵
、
木
村
の
各
先

生
方
と
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
興
じ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
か
じ
り
、
安
価

な
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
み
な
が
ら
朝
ま
で
過
ご
し
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
家
庭

科
室
で
寝
て
い
る
と
校
長
に
起
こ
さ
れ
、
昨
夜
は
四
人
で
宿
直
か
と
皮
肉
ら

れ
、
苦
笑
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

中
学
校
教
員
と
し
て
の
三
年
間
を
締
め
く
く
る
時
が
来
た
。
県
立
太
田
一

高
へ
の
転
出
が
決
ま
り
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
三
月
、
依
上
中
学
校

（
現
西
中
学
校
）
で
の
離
任
式
に
臨
ん
だ
。
綿
引
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
塚
田
教
頭
ら

同
僚
教
員
、
そ
し
て
全
校
生
徒
一
人
一
人
か
ら
の
見
送
り
を
受
け
た
。
こ
れ

も
自
分
の
運
命
だ
、
心
を
鬼
に
し
て
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
当
時
の
率

直
な
心
境
で
あ
っ
た
。
僅
か
三
年
間
の
在
任
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
も
過
ぎ

た
今
日
で
も
離
任
式
の
光
景
は
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。 

山
と
川
の
あ
る
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
大
子
が
教
師
と
し
て
の
最

初
の
赴
任
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
人
情
味
豊
か
な
数
多
く
の
人
々
に
接

す
る
な
か
で
人
生
の
基
を
築
け
た
こ
と
、
ま
さ
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。
八
〇
年
と
い
う
私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
時
、
大

子
町
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
水
戸
市
在
住
）  
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大
子
町
の
新
発
見
城
郭
そ
の
一
・
立
神
古
城
に
つ
い
て 

五
十
嵐
雄
大 

  
大
子
町
小
生
瀬
立
神
地
区
に
、
古
城
と
呼
ば
れ
る
城
郭
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
加
藤
寛
斎
の
「
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
」
に
、

月
居
山
周
辺
の
絵
図
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
古
城
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
野
内
氏
の
居
館
跡
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
述

か
ら
、
立
神
に
城
郭
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
実
際

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
今
回
、
立
神
古
城
の

跡
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。 

 
城
郭
は
、
生
瀬
富
士
が
あ
る
山
塊
が
袋
田
の
滝
に
注
ぐ
小
川
の
蛇
行
に
よ

っ
て
削
ら
れ
た
台
地
に
位
置
し

て
い
ま
す
。 

 
遺
構
の
周
囲
に
は
、
高
さ
一

メ
ー
ト
ル
の
土
塁
が
め
ぐ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
に
高
さ

三
メ
ー
ト
ル
の
切
岸
が
あ
り
、

平
地
城
館
で
す
。
堀
跡
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
現
地
の
古
老
に
話

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
は

西
側
の
山
（
立
神
山
）
に
も
遺
構

が
あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
こ
こ
は
ス
キ
ー
場
建

設
の
た
め
の
大
幅
な
改
変
で
煙

滅
し
て
い
ま
す
。
こ
の
西
側
の

山
の
と
こ
ろ
に
は
、「
古
城
」
と

い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
た
め
、

こ
ち
ら
が
立
神
古
城
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

野
内
氏
の
居
館
が
立
神
古
城
に
あ
っ
た
と
の
伝
承
か
ら
考
え
る
と
、
野
内

氏
の
居
城
は
、
永
正
年
間
に
佐
竹
氏
が
番
人
を
置
い
た
こ
と
で
有
名
な
月
居

城
と
別
の
場
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
て
真
実
は
如

何
に
。                  
（
茨
城
城
郭
研
究
会
）

図１．立神古城の場所 

（国土地理院地図より、 

著者加筆修正） 

 

峯
ト
峯
ト
ノ
間
ニ
平
坦
ノ

地
ア
リ
、
山
ノ
中
央
ナ
リ
、

土
人
古
城
迹
ト
唱
フ
、
野

内
月
居
齋
ノ
居
城
ナ
リ

ト
、
今
月
居
峠
ト
云
モ
ノ
、

月
居
齋
櫓
ヲ
爰
ニ
建
タ
ル

ナ
ル
ヘ
シ
、 

 

立
神 

宝
泉
寺 

水
根 

古城 

図２．加藤寛斎「常陸国北郡里程間数之記」 

（国立国会図書館蔵） 

枠線部は、古城坪の説明 

（右の四角内に説明文を記した） 
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小
生
瀬
宝
泉
寺
の
扉
に
見
る
大
子
の
中
世
（
三
） 

  
本
誌
第
八
九
号
・
九
〇
号
で
紹
介
し
た
小
生
瀬
宝
泉
寺
の
扉
書
を
引
き
続

き
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
名
が
書
か
れ
た
墨
書
き
と
の
一
六
年
ぶ

り
の
再
会
を
詠
ん
だ
歌
と
と
も
に
、
次
の
有
名
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

〔
原
文
〕 

 
あ
ひ
み
て
の
後
の
こ
こ
ろ
に
く
ら
ふ
れ
は 

 
む
か
し
は
も
の
を
お
も
は
さ
り
け
り 

 

〔
現
代
語
訳
〕 

 
あ
な
た
と
逢
瀬
を
遂
げ
た
後
の
こ
の
思
い
悩
む
心
に
比
べ
れ
ば
、
あ
な
た

と
契
り
を
結
ぶ
前
の
物
思
い
は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
な
。 

  
こ
れ
は
平
安
時
代
の
歌
人
藤
原
敦
忠
が
詠
ん
だ
歌
で
、
小
倉
百
人
一
首
に

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
意
中
の
相
手
と
関
係
を
持
っ
て
し

ま
っ
た
が
故
に
思
い
悩
む
恋
心
を
詠
っ
た
歌
で
し
た
。
通
賢
は
、
思
わ
ぬ
昔

の
自
分
と
の
再
会
に
よ
っ
て
よ
り
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ
た
昔
へ
の
感
傷

を
、
有
名
な
歌
に
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。 

 
こ
の
よ
う
に
和
歌
を
巧
み
に
操
る
藤
原
通
賢
と
は
何
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。

系
図
や
『
新
編
常
陸
国
誌
』
等
で
確
認
す
る
と
、
鷲
子
（
現
常
陸
大
宮
市
）
に

拠
点
を
置
く
鳥
子
江
戸
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。 

 
鳥
子
江
戸
氏
は
水
戸
城
主
江
戸
氏
か
ら
分
か
れ
た
一
族
で
、
江
戸
氏
本
家

が
佐
竹
氏
と
対
立
を
繰
り
返
す
中
で
、
早
く
か
ら
佐
竹
氏
一
族
に
付
き
し
た

が
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
生
瀬
宝
泉
寺
の
永
正
七
年
（
一

五
一
〇
）
の
墨
書
が
書
か
れ
た
頃
は
、
江
戸
氏
本
家
と
佐
竹
氏
と
が
対
立
し
て

い
た
時
期
で
し
た
が
、
本
誌
第
八
九
号
で
も
見
た
通
り
、
藤
原
（
江
戸
）
通
賢

等
は
野
口
氏
と
と
も
に
佐
竹
氏
に
従
軍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で
も
常   

 

陸
大
宮
市
鷲
子
に
は
、
鳥
子
江
戸
氏
の
本

拠
で
あ
る
河
内
城
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
の
和
歌
に
、「
え
と

の
河
内
め
」
と
あ
る
の
は
、
本
拠
地
河
内

城
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
な
の
で
し
ょ
う
。 

鳥
子
江
戸
氏
を
詳
細
に
調
べ
て
み
る
と
、

和
歌
を
嗜
む
人
物
は
通
賢
一
人
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
当
時
の
学

問
・
文
芸
の
第
一
人
者
で
あ
る
公
家
・
三

条
西
実
隆
の
日
記
に
は
、
延
徳
元
年
（
一
四

八
九
）
、
鳥
子
江
戸
氏
初
代
通
治
の
子
真
純

（
隠
岐
守
、
蓮
阿
）
が
、
京
都
歌
壇
の
中
心
人

物
飛
鳥
井
雅
親
の
邸
宅
で
歌
会
を
主
催
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
歌
会
に
は
、
三
条
西
実
隆
や
猪
苗
代
兼
載
な
ど
の
当
代
一
流
の
歌
人
た
ち

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
の
記
事
に
は
京
都
か
ら

常
陸
へ
下
向
す
る
た
め
の
暇
乞
い
に
真
純
が
伺
っ
た
こ
と
、
大
永
七
年
（
一

五
二
七
）
に
は
六
五
歳
で
熊
野
詣
に
伴
っ
て
上
洛
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
真
純
は
、
和
歌
を
得
意
と
し
、
京
都
と
常
陸
国
を
行
き
来
す
る
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
時
代
が
下
り
ま
す
が
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
の
鷲
子
山
上
神
社
再

興
の
棟
札
に
名
前
が
見
え
る
江
戸
通
直
（
右
近
大
夫
）
も
、
歌
を
嗜
む
人
物
で

し
た
。
年
は
不
明
で
す
が
、
佐
竹
氏
の
城
下
町
太
田
で
通
直
主
催
の
連
歌
の

会
を
開
い
た
り
（
「
石
苔
」
）
、
連
歌
師
と
し
て
有
名
な
猪
苗
代
長
珊
と
和
歌
門

弟
契
約
を
結
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
（
「
猪
苗
代
家
関
係
文
書
」
）
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
鳥
子
江
戸
氏
は
文
化
人
的
素
養
の
あ
る
人
物
を
輩
出
す
る

一
族
で
し
た
。
そ
う
し
た
一
族
出
身
の
藤
原
（
江
戸
）
通
賢
も
日
常
的
に
歌
を

楽
し
む
環
境
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
戦
場
に
あ
っ
て
も
風

流
を
解
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
気
持
ち
を
歌
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
。（
続
く
）              
（
藤
井
達
也
） 

河内城（常陸大宮市鷲子） 
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私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
（
一
） 

                        
小
室
健
二  

 

 
 

 
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
三
十
一
日
、
一
町
八
か
村
が
合
併
し
て
新

生
大
子
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
の
地
元
下
小
川
村
は
大
子
町
と
山
方
町
に

分
村
合
併
を
し
ま
し
た
。
大
子
町
に
は
、
西
金
地
区
、
盛
金
地
区
の
一
部
（
大

内
野
、
上
原
、
黒
丸
）
と
北
富
田
の
一
部
が
合
併
し
ま
し
た
。 

 
当
時
私
は
下
小
川
中
学
校
の
一
年
生
で
し
た
。
合
併
に
伴
い
、
全
国
で
も

珍
し
い
下
小
川
中
学
校
組
合
立
下
小
川
中
学
校
と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
下
小
川
地
区
に
は
若
い
人
が
多
く
、
青
年
会
の
活
動
が
盛
ん
で
し

た
。
町
村
合
併
を
機
に
昭
和
三
十
年
四
月
に
は
大
子
町
連
合
青
年
会
が
誕
生

し
、
初
代
会
長
に
石
井
登
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
連
合
青
年
会
の
行
事
と
し

て
翌
三
十
一
年
一
月
三
日
、
大
子
町
内
九
地
区
を
廻
る
青
年
会
対
抗
第
一
回

保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
金
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し

て
上
小
川
駅
前
か
ら
割
山
、
月
居
を
登
り
、
生
瀬
地
区
を
走
り
抜
け
て
宮
川

か
ら
黒
沢
、
大
金
沢
を
登
り
、
佐
原
、
依
上
を
走
り
大
子
駅
前
が
ゴ
ー
ル
の
、

十
区
間
五
〇
キ
ロ
に
も
及
ぶ
大
き
な
駅
伝
で
し
た
。 

 
時
を
同
じ
く
し
て
、
私
が
通
う
下
小
川
中
学
校
で
も
、
学
区
内
を
十
区
間

で
走
る
七
ク
ラ
ス
対
抗
の
駅
伝
競
走
大
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
西
金
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
て
湯
沢
に
入
り
、
も
ど
っ
て
盛
金
、
家
和
楽
、
下
小
川
駅
、

岡
平
、
西
金
、
川
下
か
ら
下
小
川
中
学
校
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
コ
ー
ス
で
し

た
。
私
も
選
手
と
し
て
走
り
、
区
間
賞
を
取
れ
る
走
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 
下
小
川
地
区
は
他
よ
り
小
さ
い
地
区
で
、
青
年
会
員
も
少
な
く
て
選
手
が

な
か
な
か
揃
わ
な
い
よ
う
で
し
た
。
青
年
会
長
さ
ん
か
ら
選
手
と
し
て
走
っ

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
、
走
る
の
が
嫌
い
で
な
か
っ
た
私
は
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
中
学
二
年
生
で
、
下
野
宮
の
万
年
橋
か
ら
町

付
ま
で
走
り
ま
し
た
。
当
時
高
校
生
だ
っ
た
兄
が
自
転
車
で
伴
奏
し
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
区
間
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
時
、
茨

城
陸
上
競
技
協
会
理
事
長
で
、
青
森
～
東
京
間
都
道
県
対
抗
駅
伝
の
茨
城
県

チ
ー
ム
の
総
監
督
も
し
て
お
ら
れ
た
川
又
廣
先
生
が
、
第
一
回
保
内
郷
一
周

駅
伝
競
走
大
会
か
ら
水
郡
線
で
西
金
駅
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
審

判
車
に
乗
車
し
、
走
る
選
手
た
ち
を
応
援
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
講
評

ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
先
生
に
励
ま
さ
れ
、
区
間
賞
を
い
た
だ

け
た
こ
と
か
ら
私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
大
会
は
正
月
の
恒
例
行
事
に
な
り
、
各

地
区
で
は
十
二
月
に
な
る
と
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
夜
の
時
間
に
青
年
会
員
が

集
ま
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
女
性
の
方
は
夕
食
を
作
っ
た
り
、
青
年
会
の

役
員
さ
ん
は
寄
付
を
集
め
に
歩
い
た
り
と
、
地
域
の
若
い
人
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
結
婚
す
る
人
も
何
組
か
生
ま
れ
ま
し
た
。

青
年
の
意
気
は
高
ま
り
、
大
子
町
の
大
会
か
ら
久
慈
郡
大
会
、
そ
し
て
茨
城

県
青
年
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
青
年
大
会
で
活
躍
す
る
選
手
も
多
く
な
り

ま
し
た
。（
続
く
）              
（
大
子
町
在
住
） 

               

第１８回青森～東京間都道県対抗駅伝 

岩手県庁前にゴールインする筆者（昭和４３年） 
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生
瀬
の
乱
の
発
生
年
代
の
考
証
に
つ
い
て 

                          
皆
川
敦
史 

  
生
瀬
の
乱
は
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
小
生
瀬
村
で

起
き
た
と
さ
れ
る
「
一
村
皆
殺
し
」
の
伝
承
が
残
る
騒
乱
で
あ
る
。
当
時
の

文
献
に
は
全
く
記
録
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
約
二
百
年
後
に
な
っ
て
、

水
戸
藩
の
学
者
で
あ
っ
た
高
倉
逸
斎
の
『
探
旧
考
証
』
や
水
戸
藩
士
加
藤
寛

斎
の
『
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
』
の
中
で
、
役
人
か
ら
の
情
報
、
現
地

調
査
、
地
元
の
伝
承
を
収
集
し
た
も
の
が
書
き
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事

件
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
高
倉
逸
斎
は
、
百
姓
が
か
ね
て
年
貢
の
こ
と
に
つ
い
て
不
満
を
持
ち
、
徒

党
を
組
み
、
出
張
し
て
来
る
代
官
手
代
を
殺
そ
う
と
謀
議
し
た
「
百
姓
一
揆
」

と
し
、
発
生
年
代
に
つ
い
て
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
、
元
和
三
年
（
一
六

一
七
）
、
同
七
年
（
一
六
二
一
）
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。 

 
加
藤
寛
斎
の
説
は
、
こ
う
で
あ
る
。
代
官
所
か
ら
役
人
と
称
す
る
者
が
来

た
の
で
小
生
瀬
村
百
姓
は
年
貢
を
完
納
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
か
ら
正
吏
と

称
す
る
者
が
現
れ
、
年
貢
を
督
促
し
た
と
こ
ろ
、
百
姓
は
既
に
納
入
済
み
の

旨
申
し
立
て
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
偽
役
人
と
判

断
し
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
寛
斎
は
こ
れ
を
「
錯
誤
に
よ
る
偶
発
的
事
件
」

と
し
、
発
生
年
代
に
つ
い
て
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
と
し
た
（
小
澤
圀
彦
氏

「
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
資
料
」
参
照
）。
い
ず
れ
の
説
も
、
事
件
は
十
月
十
日
に
起

こ
り
、
旧
武
田
家
臣
か
ら
水
戸
藩
家
老
と
な
っ
た
芦
沢
伊
賀
守
に
よ
り
鎮
圧

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
ま
ず
、
水
戸
藩
の
成
立
前
後
の
主
な
動
き
を
追
っ
て
い
き
た
い
。 

○
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
五
月
、
佐
竹
氏
が
秋
田
の
地
に
移
封
さ
れ
る
。 

○
同
年
十
一
月
、
戸
沢
氏
領
を
除
く
佐
竹
氏
領
の
後
に
徳
川
家
康
の
五
男
武

田
信
吉
が
下
総
国
佐
倉
か
ら
入
封
す
る
。
那
珂
・
茨
城
・
久
慈
・
鹿
島
・

行
方
郡
に
十
五
万
石
を
領
し
た
。 

○
同
八
年
（
一
六
〇
三
）
、
信
吉
が
入
封
ま
も
な
く
二
一
歳
で
亡
く
な
る
と
、

家
康
の
十
男
徳
川
頼
宣
（
頼
将
）
が
二
歳
で
領
主
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き

五
万
石
増
や
さ
れ
て
二
〇
万
石
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
九
年
（
一
六
〇
四
）
に

久
慈
郡
保
内
と
下
野
国
那
須
郡
武
茂
に
五
万
石
を
加
増
さ
れ
、
二
五
万
石

と
な
る
。 

○
同
十
四
年
十
二
月
、
頼
宣
が
駿
河
国
に
移
る
と
、
家
康
の
十
一
男
徳
川
頼

房
が
七
歳
で
下
妻
一
〇
万
石
か
ら
入
封
す
る
。
表
高
二
五
万
石
の
水
戸
藩

の
成
立
で
あ
る
。 

○
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
十
月
、
頼
房
一
七
歳
で
初
め
て
就
藩
す
る
。 

 
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
検
証
し
て
み
よ
う
。 

 
慶
長
七
年
説
は
、
佐
竹
氏
の
移
封
時
期
と
重
な
り
、
年
貢
の
持
ち
去
り
か
、

ま
た
は
佐
竹
氏
の
恩
顧
を
受
け
て
い
た
者
に
よ
る
新
た
な
支
配
者
へ
の
反
抗

と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
加
藤
寛
斎
の
記
述
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
こ

の
時
期
は
、
武
田
信
吉
は
入
封
前
で
、
か
つ
保
内
は
支
配
地
に
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
直
接
徳
川
氏
の
命
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 
慶
長
十
四
年
説
は
、
幼
少
の
た
め
未
就
藩
で
あ
る
が
頼
宣
の
統
治
期
に
当

た
る
。
頼
房
は
ま
だ
入
封
前
な
の
で
、
領
主
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
る
混
乱
と

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
苛
政
に
対
す
る
百
姓
一
揆
と
す
れ
ば
、
頼
宣
の
家

老
芦
沢
伊
賀
守
の
鎮
圧
と
し
て
、
高
倉
逸
斎
の
記
述
に
一
致
す
る
。 

 
最
後
に
、
元
和
三
年
、
同
七
年
説
は
、
初
代
水
戸
藩
主
頼
房
の
統
治
期
に

当
た
り
、
引
き
続
き
芦
沢
伊
賀
守
が
家
老
を
務
め
て
お
り
、
前
記
と
同
じ
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
頼
房
が
江
戸
か
ら
命
令
し
た
か
、
就
藩
後
に

直
接
命
令
し
た
か
の
違
い
が
あ
る
。
な
お
、
佐
竹
氏
の
移
封
時
期
か
ら
年
を

経
て
い
る
の
で
、
そ
の
威
風
を
慕
っ
た
反
抗
と
は
考
え
に
く
い
。 

 
い
ず
れ
も
仮
説
が
成
り
立
つ
が
、
や
は
り
発
生
年
代
は
特
定
で
き
な
い
。

戦
国
時
代
の
余
燼
が
消
え
な
い
中
、
領
主
が
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
領

内
の
安
定
化
の
た
め
に
徹
底
的
に
鎮
圧
し
、
あ
え
て
負
の
記
録
を
残
さ
な
か

っ
た
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。     
（
大
子
町
役
場
） 
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旧黒沢小学校校舎・正門 

木造校舎から鉄筋コンクリート校舎へ 

（昭和５８年３月３０日完成） 

平成３１年３月閉校 

大子の今昔 

写 真 帳 
        №１ 

昭
和
三
十
年
頃 

（黒沢小学校『閉校記念誌』より） 

編 
集 
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 編

集
人  
齋
藤 
典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 井

上 
和
司
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 藤

井 
達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 藤

田 
貴
則
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 大

金 
真
理
子
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 発 

行 
大
子
町
教
育
委
員
会 久

慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
２
６
６
９
番
地  

昭
和
三
十
年
頃 

 
 

昔々に撮られた写真。ファインダー越しに

写る風景に昔の人は何を思ったのでしょう

か？レンズを通して、今と昔の大子の姿を

比べてみます。   「ほない歴史通信」では、皆さまがお持
ちの古い写真を募集しています。「大子の今

昔写真帳」に掲載してもよい写真がござい

ましたら、中央公民館の生涯学習担当まで

お申し出ください。    （大金真理子） 
連絡先 ０２９５（７２）１１４８ 

 


